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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（１）
【化１】

［式中、
Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素
原子数２ないし２０のアルケニル基；炭素原子数３ないし２０のシクロアルキル基；炭素
原子数３ないし１０のシクロアルケニル基を表わすか；又は、
Ｒ1及びＲ2は、結合している窒素原子と一緒になって、５－又は６－員の複素環を形成し
；
Ｒ3、Ｒ4及びＲ5は、互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基；炭素原子数
１ないし４のアルコキシ基；又は、式（１ａ）



(2) JP 5294877 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

【化２】

（式中、Ｒ6は、炭素原子数１ないし６のアルキル基を表わす。）で表される基を表わし
；
Ａは、炭素原子数３ないし６のアルキレン基；又は（炭素原子数１ないし５のアルキレン
）－Ｏ－（ＣＯ）－（炭素原子数１ないし５）アルキレン基を表わし；及び、
ｍは、０又は１ないし５の数を表わす。］で表される化合物。
【請求項２】
式（１）
【化３】

で表わされるヒドロキシフェニルベンゾフェノン誘導体の製造方法であって、
式（１ｂ）
【化４】

で表わされるシロキサノール化合物と式（１ｃ）
【化５】

で表わされるベンゾフェノンカルボン酸又はベンゾフェノンカルボン酸無水物を、以下の
反応スキーム
【化６】

に従って反応させることを含む（ここで、Ｒ1及びＲ2、Ｒ3、Ｒ4及びＲ5、Ａ及びｍは請
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【請求項３】
化粧品に受容され得るキャリヤー又は助剤と共に、請求項１に記載の式（１）で表わされ
る化合物を少なくとも１種以上含む化粧品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒドロキシベンゾフェノン紫外線吸収剤、これらの化合物の製造、紫外線の
有害な影響からヒト及び動物の肌及び毛を保護するためのこれらの化合物の使用及び化粧
品製剤及び医薬品製剤におけるそれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、溶解性が乏しいベンゾフェノン誘導体等の特定の有機紫外線フィルターは、顕
著な紫外線フィルター特性を有することが知られている。しかしながら、有効成分がシク
ロメチコン及びシリコンオイル中に溶解しているスプレー等の特定の化粧品製剤に適して
いる溶媒、例えば、シクロメチコン（シクロペンタシロキサン）のような溶媒中では有機
紫外線フィルターの溶解性は、しばしば不十分である。
【０００３】
　化粧品製剤に容易に配合され得る、言い換えれば、良好な油溶性を有する有機光保護フ
ィルターに強い関心があつまっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　それ故、本発明の課題は、化粧品製剤のために適当な溶媒中に良好な溶解性を有する有
機紫外線フィルター又は紫外線フィルターの混合物を見出すことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　驚くべきことに、今や、選択されたシリル化ベンゾフェノン誘導体を含む紫外線吸収組
成物がこのような特性を有することが発見された。
【０００６】
　それ故、本発明は、式（１）

【化１】

［式中、
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭
素原子数２ないし２０のアルケニル基；炭素原子数３ないし２０のシクロアルキル基；炭
素原子数３ないし１０のシクロアルケニル基を表わすか；又は、
　Ｒ1及びＲ2は、結合している窒素原子と一緒になって、５－又は６－員の複素環を形成
し；
　Ｒ3、Ｒ4及びＲ5は、互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基；炭素原子
数１ないし４のアルコキシ基；又は、式（１ａ）
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【化２】

（式中、Ｒ6は、炭素原子数１ないし６のアルキル基を表わす。）で表される基を表わし
；
　Ａは、１つ以上の＊－Ｏ－＊又は＊－Ｏ－（ＣＯ）－＊基によって所望により中断され
た直鎖の又は枝分かれした炭素原子数３ないし６のアルキレン基を表わし；及び、
　ｍは、０又は１ないし５の数を表わす。］で表されるヒドロキシフェニルベンゾフェノ
ン誘導体に関する。
【０００７】
　炭素原子数１ないし２０のアルキル基は、直鎖の又は枝分かれした、未置換の又は置換
されたアルキル基、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブ
チル基、ｎ－ヘキシル基、シクロヘキシル基、ｎ－デシル基、ｎ－ドデシル基、ｎ－オク
タデシル基、エイコシル基、メトキシエチル基、エトキシプロピル基、２－エチルヘキシ
ル基、ヒドロキシエチル基、クロロプロピル基、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピル基、シ
アノエチル基、フェネチル基、ベンジル基、ｐ－第三ブチルフェネチル基、ｐ－第三オク
チルフェノキシエチル基、３－（２，４－ジ－第三アミルフェノキシ）－プロピル基、エ
トキシカルボニルメチル－２－（２－ヒドロキシ－エトキシ）エチル基又は２－フリルエ
チル基等を示す。
【０００８】
　炭素原子数２ないし２０のアルケニル基は、例えば、アリル基、メタリル基、イソプロ
ペニル基、２－ブテニル基、３－ブテニル基、イソブテニル基、ｎ－ペンタ－２，４－ジ
エニル基、３－メチル－ブテ－２－エニル基、ｎ－オクテ－２－エニル基、ｎ－ドデセ－
２－エニル基、イソ－ドデセニル基、ｎ－ドデセ－２－エニル基又はｎ－オクタデセ－４
－エニル基である。
【０００９】
　炭素原子数３ないし１０のシクロアルキル基は、例えば、シクロプロピル基、シクロブ
チル基、シクロペンチル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基、シクロノニル基又は
シクロデシル基、好ましくはシクロヘキシル基である。これらの基は、例えば、１つ以上
の同じ又は異なる炭素原子数１ないし４のアルキル基によって、好ましくはメチル基によ
って、及び／又はヒドロキシ基によって置換され得る。シクロアルキル基が１つ以上の基
によって置換される場合、それらは、好ましくは、１つ、２つ又は４つの、好ましくは１
つ又は２つの、同じ又は異なる基によって置換される。
【００１０】
　炭素原子数３ないし１０のシクロアルケニル基は、例えば、シクロプロペニル基、シク
ロブテニル基、シクロペンテニル基、シクロヘプテニル基、シクロオクテニル基、シクロ
ノネニル基又はシクロデセニル基、好ましくはシクロヘキセニル基である。これらの基は
、１つ以上の同じ又は異なる炭素原子数１ないし４のアルキル基によって、好ましくはメ
チル基によって、及び／又はヒドロキシ基によって置換され得る。シクロアルケニル基が
１つ以上の基によって置換される場合、それらは、好ましくは、１つ、２つ、３つ又は４
つの、好ましくは１つ又は２つの、同じ又は異なる基によって置換される。
【００１１】
　ヒドロキシ基で置換された炭素原子数１ないし５のアルキル基は、例えば、ヒドロキシ
メチル基、ヒドロキシエチル基、ヒドロキシプロピル基、ヒドロキシブチル基又はヒドロ
キシペンチル基である。
【００１２】
　炭素原子数１ないし６のアルキレン基は、例えば、メチレン基、エチレン基、プロピレ
ン基、ブチレン基又はヘキシレン基である。
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【００１３】
　アルキレン基は、所望により、１つ以上の炭素原子数１ないし５のアルキル基によって
置換され得る。
【００１４】
　Ｒ1及びＲ2が複素環基を表わす場合、これらは、１つ、２つ、３つ又は４つの同じ又は
異なる環へテロ原子を含む。特に好ましいのは、１つ、２つ又は３つの、特に１つ又は２
つの同じ又は異なるヘテロ原子を含む複素環と考えられる。複素環は、単環式のもの又は
多環式のもの、例えば単環式、２環式又は３環式のものであり得る。それらは、好ましく
は、単環又は２環式のもの、特に単環式のものである。環は、好ましくは、５、６又は７
環員を含む。式（１）で表わされる化合物において発生する基が由来され得るところの単
環式及び２環式の複素環系の例は、例えば、ピロール基、フラン基、チオフェン基、イミ
ダゾール基、ピラゾール基、１，２，３－トリアゾール基、１，２，４－トリアゾール基
、ピリジン基、ピリダジン基、ピリミジン基、ピラジン基、ピラン基、チオピラン基、１
，４－ジオキサン基、１，２－オキサジン基、１，３－オキサジン基、１，４－オキサジ
ン基、インドール基、ベンゾチオフェン基、ベンゾフラン基、ピロリジン基、ピペリジン
基、ピペラジン基、モルホリン基及びチオモルホリン基である。
【００１５】
　式（１）で表わされる化合物において、Ｒ1及びＲ2は、好ましくは、炭素原子数１ない
し２０のアルキル基、より好ましくは炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、最も
好ましくは、式（１）のＲ1及びＲ2は、同じ定義を有する。
【００１６】
　式（１）で表わされる化合物において、Ａは、好ましくは炭素原子数３ないし６のアル
キレン基；又は、（炭素原子数１ないし５のアルキレン）－Ｏ－（ＣＯ）－（炭素原子数
１ないし５）アルキレン基を表わす。
【００１７】
　式（１）において、ｍは、好ましくは０を表わす。
【００１８】
　式（１）のＲ3及びＲ4は、好ましくは、式（１ａ）

【化３】

（式中、Ｒ6は、炭素原子数１ないし６のアルキル基を表わす。）で表わされる基を表わ
す。
【００１９】
　最も好ましいのは、
　Ｒ1及びＲ2が、炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし；
　Ｒ3及びＲ4が、式（１ａ）

【化４】

で表わされる基を表わし；
　Ｒ6が、炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし；
　Ａが、炭素原子数３のアルキレン基を表わし；及び、
　ｍが０を表わすところの式（１）で表わされる化合物である。
【００２０】
　式（１）で表わされる化合物は、本質的に既知の方法によって製造され得る。
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【００２１】
　通常、それらは、式（１ｂ）
【化５】

で表わされるシロキサノール化合物と式（１ｃ）
【化６】

で表わされるベンゾフェノンカルボン酸又はベンゾフェノンカルボン酸無水物を、以下の
反応スキーム
【化７】

に従って反応させることによって製造される（ここで、Ｒ1及びＲ2、Ｒ3、Ｒ4及びＲ5、
Ａ及びｍは式（１）の中で定義づけられている。）。
【００２２】
　他の製造手段は、既知の触媒（Ｐｔ、Ｃｕ）及び対応するヒドロシロキサンを使用して
、ベンゾフェノンカルボン酸の不飽和エステル、例えばアリルエステルをヒドロシリル化
することを含む。
【００２３】
　反応は、通常、２５ないし２００℃の温度において行われる。一般に、溶媒は、この反
応において必要ではない。しかしながら、溶媒が使用される場合、好ましくは、実施例に
おいて使用した溶媒が選ばれる。
【００２４】
　反応時間は、通常、０．５ないし２０時間である。
【００２５】
　式（１ｃ）
【化８】

で表わされる出発化合物は、従来技術、例えば国際公開第２００４／０５２８３７号パン
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フレットから既知である。
                                                                        
【００２６】
　それらは、本質的に既知の方法により、式（１ｄ）
【化９】

（式中、Ｒ1及びＲ2は、式（１）で定義した通りである。）で表わされる化合物を式（１
ｃ）で表わされる化合物へ脱水することによって製造される。
【００２７】
　本発明に従った式（１）で表わされる化合物は、特に、紫外線フィルターとして、即ち
、紫外線の有害な影響により紫外線から傷つけられやすい有機物質、特にヒト及び動物の
肌及び毛を保護するために適している。それ故、これらの化合物は、化粧品における日焼
け止め、医薬品及び動物用医薬品として適している。これらの化合物は、好ましくは、溶
在した形で使用される。
【００２８】
　本発明に従った化粧品又は医薬品組成物は、更に、１種以上の更なる慣用の紫外線フィ
ルターを含み得る。
【００２９】
　化粧品又は医薬品は、例えばクリーム、ジェル、ローション、アルコール及び水／アル
コール溶液、エマルジョン、ワックス／脂肪組成物、スティック製剤、粉末又は軟膏であ
り得る。上記で言及した紫外線フィルターに加えて、化粧品又は医薬品は、下記の更なる
補助剤も含み得る。
【００３０】
　水－及び油－含有エマルジョン（例えば、Ｗ／Ｏ、Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏ及びＷ／Ｏ／Ｗ
エマルジョン又はマイクロエマルジョン）として、製品は、例えば、組成物の総質量に基
づき０．１ないし３０質量％、好ましくは０．１ないし１５質量％、特に０．５ないし１
０質量％の１種以上の紫外線吸収剤、組成物の総質量に基づき１ないし６０質量％、特に
５ないし５０質量％、好ましくは１０ないし３５質量％の少なくとも１種の油成分、組成
物の総質量に基づき０ないし３０質量％、特に１ないし３０質量％、好ましくは４ないし
２０質量％の少なくとも１種の乳化剤、組成物の総質量に基づき、１０ないし９０質量％
、特に３０ないし９０質量％の水、及び０ないし８８．９質量％、特に１ないし５０質量
％の更なる化粧品に受容され得る補助剤を含む。
【００３１】
本発明に従った化粧品又は医薬品組成物／製品はまた、１種以上の更なる化合物、例えば
脂肪アルコール、脂肪酸のエステル、グリセリルエステルを含む天然又は合成トリグリセ
リド及び誘導体、真珠光沢のあるワックス、炭化水素油、シリコーン又はシロキサン、有
機置換された過脂肪剤、界面活性剤、稠度調節剤／増粘剤及びレオロジー改善剤、ポリマ
ー、生体有効成分、脱臭有効成分、ふけ防止剤、抗酸化剤、ヒドロトロープ剤、防腐剤及
び抗菌剤、香油、着色剤、ＳＰＦ増加剤としてのポリマー状ビーズ又は中空球を含み得る
。
【００３２】
　化粧品又は医薬品
　化粧品製剤又は医薬品製剤は、多種多様な化粧品の有効成分である。以下の製品が特に
興味深いものである：
－スキンケア製品、例えば、タブレット状又は液体セッケン、合成洗剤又は洗浄用ペース
トの形態にある肌用洗浄及び清浄製品；又は肌用エマルジョン、多様性エマルジョン又は
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肌用オイル；
－浴用製品、例えば液体（フォームバス、ミルク、シャワー製品）又は固体の浴用製品、
例えばバスキューブ及びバスソルト；
－化粧品用パーソナルケア製品、例えば、日昼用クリーム又はパウダークリーム状の顔面
用メイクアップ、フェイスパウダー（ルーズ又は圧縮された）、ルージュ又はメイクアッ
プ用のクリーム、アイケア製品、例えばアイシャドウ製品、マスカラ、アイライナー、ア
イクリーム又はアイフィックスクリーム；リップケア製品、例えばリップスティック、リ
ップグロス、リップ輪郭用ペンシル、ネイルケア製品、例えば、マニキュア、マニキュア
除去剤、ネイルハードナー又は表皮除去剤；
－フットケア製品；フットバス、フットパウダー、フットクリーム又はフットバルサム、
特別の脱臭剤及び制汗剤又はカルス除去製品；
－光保護製品、例えば、サンミルク、ローション、クリーム又はオイル、サンブロック又
はトロピカル、プレタンニング製品又は日焼け後用製品；
－スキンタンニング製品、例えばセルフタンニングクリーム；
－脱色製品、例えば肌を漂白するための製品又は肌色を明るくする製品；
－防虫剤、例えば、昆虫忌避オイル、ローション、スプレー又はスティック；
－脱臭剤、例えば、脱臭スプレー、ポンプ作動のスプレー、脱臭ジェル、スティック又は
ロールオン；
－制汗剤、例えば制汗スティック、クリーム又はロールオン；
－汚れた肌を洗浄し及びケアするための製品、例えば合成洗浄剤（固体又は液体）、ピー
リング又はスクラブ製品又はピーリングマスク；
－化学薬品形態にある脱毛製品（脱毛）、例えば、脱毛パウダー、液体脱毛製品、クリー
ム－又はペースト－の脱毛製品、ジェル又はエアゾール発泡状にある脱毛剤；
－シェービング製品、例えば、シェービングソープ、発泡シェービングクリーム、無発泡
シェービングクリーム、フォーム及びジェル、ドライシェービングのためのプレシェーブ
製品、アフターシェーブ又はアフターシェーブローション；
－香料製品、例えば、香料（オーデコロン、オードトワレ、オードパヒューム、パルファ
ンドトワレ、香水）、香油又はパヒュームクリーム；
－化粧品ヘアトリートメント製品、例えば、シャンプー及びコンディショナー状のヘア洗
浄用製品、ヘアケア製品、例えばプレトリートメント製品、ヘアトニック、スタイリング
クリーム、スタイリングジェル、ポマード、ヘアリンス、トリートメントパック、強力ヘ
アトリートメント、ヘアストラクチュアリング製品、例えばパーマネントウェーブ（ホッ
トウェーブ、マイルドウェーブ、コールドウェーブ）のためのヘアウェーブ製品、ヘアス
トレートニング製品、液体ヘアセット用製品、ヘアフォーム、ヘアスプレー、ブリーチン
グ製品、例えば過酸化水素水、ライトニングシャンプー、ブリーチングクリーム、ブリー
チングパウダー、ブリーチングペースト又はオイル、一時的、半永久的又は永久的染毛剤
、自己酸化型染料を含む製品、又はヘナ又はカモミールのような天然染毛剤。
【００３３】
　製品形態
　列挙した最終製剤は、様々な製品形態、例えば：
－Ｗ／Ｏ、Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏ、Ｗ／Ｏ／Ｗ又はＰＩＴエマルジョン及び全種のマイクロ
エマルジョンとして液体製品の形態で、
－ジェルの形態で、
－オイル、クリーム、ミルク又はローションの形態で、
－粉末、ラッカー、タブレット又はメイクアップの形態で、
－スティックの形態で、
－スプレー（発泡ガスでのスプレー又はポンプ作動のスプレー）又はエアゾールの形態で
、
－フォームの形態で、又は
－ペーストの形態で、
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存在し得る。
【００３４】
　肌用化粧品として特に重要なのは、サンミルク、ローション、クリーム、オイル、サン
ブロック又はトロピカル、プレタンニング製品又は日焼け製品、またスキンタンニング製
品、例えばセルフタンニングクリームのような光保護製品である。特に興味あるのは、日
焼け止めクリーム、日焼け止めローション、日焼け止めミルク及びスプレー状の日焼け止
め製品である。
【００３５】
　毛髪用化粧品として特に重要なのは、ヘアトリートメントのための上述の製品であり、
特に、シャンプー状のヘア洗浄製品、ヘアコンディショナー、ヘアケア製品、例えばプレ
トリートメント製品、ヘアトニック、スタイリングクリーム、スタイリングジェル、ポマ
ード、ヘアリンス、トリートメントパック、強力ヘアトリートメント製品、ヘアストレー
トニング製品、液体ヘアセット用製品、ヘアフォーム及びヘアスプレーである。特に興味
あるのは、シャンプー状のヘア洗浄製品である。
【００３６】
　シャンプーは、例えば、以下の組成を有する：本発明に従った紫外線吸収剤　０．０１
ないし５質量％、ナトリウムラウレス－２－スルフェート　１２．０質量％、コカミドプ
ロピルベタイン　４．０質量％、塩化ナトリウム　３．０質量％、及び加えることによっ
て総量が１００％となる分量の水。
【００３７】
　このような製剤における他の典型的な成分は、防腐剤、殺菌剤及び静菌剤、香水、染料
、顔料、増粘剤、湿潤剤、保湿剤、脂肪、オイル、ワックス又は化粧品用製剤及びパーソ
ナルケア製剤の他の典型的な成分、例えば、アルコール、多価アルコール、ポリマー、電
解質、有機溶媒、シリコン誘導体、エモリエント剤、乳化剤又は乳化界面活性剤、界面活
性剤、分散剤、抗酸化剤、抗刺激剤及び抗炎症剤等である。
【００３８】
　本発明に従った化粧品は、日光の損傷効果に対するヒトの肌の良好な保護で区別される
。
【実施例】
【００３９】
　実施例
　Ａ．製造例
　実施例Ａ１：式（１０１）で表わされる化合物の製造
【化１０】

　３－（トリメチルシリル）－１－プロパノール　６．８ｇ、４－ジメチルアミノピリジ
ン　０．１ｇ及び式（１０１ａ）

【化１１】
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に相当するジエチルアミノ－ジベンゾ－オキセピン－６，１１－ジオン　１４．８ｇをト
ルエン　７０ｍＬ中に溶解し、油浴中で７５ないし８５℃において７時間攪拌した。
　蒸発させた後、反応塊をカラムクロマトグラフィー（シリカゲル　６０／トルエン：酢
酸エチルエステル）で処理した。
　純粋な生成物（山吹色のオイル）　８ｇを得た。
　元素分析：Ｃ＝６７．２％、Ｈ＝７．９％、Ｎ＝３．２％（理論値：Ｃ＝６７．４％、
Ｈ＝７．８％、Ｎ＝３．３％）。
　λmax＝３５０ｎｍ；Ｅ　１／１＝８２２．
　得られた化合物は、シクロメチコンに可溶性であった（シクロメチコンに対する溶解度
は、ＲＴにおいて１．８％であった。）。
【００４０】
　実施例Ａ２：式（１０２）で表わされる化合物の製造
【化１２】

　１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－トリメチルシロキサンを用いたアリルア
ルコールのヒドロシリル化にによって製造された１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメ
チル－トリメチル－シリル－プロパノール　４．０ｇ、ジエチルアミノ－ジベンゾ－オキ
セピン－６，１１－ジオン　１４．８ｇ及び４－ジメチルアミノピリジン　０．１ｇを実
施例１に記載したように、トルエン中で反応させ、処理した。
　約８ｇの黄色粘性オイル状の純粋な最終生成物（カラムクロマトグラフィーによって決
定）を得た。
　元素分析：理論値に従ったＣ、Ｈ、Ｎ。
　max＝３５０ｎｍ；Ｅ　１／１＝５７１。
　ＲＴにおけるシクロメチコンに対する溶解性は２０％より大きい。
【００４１】
　実施例Ａ３：式（１０３）で表わされる化合物の製造
【化１３】

　式
【化１４】
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で表わされる化合物　２６ｇ及び式（１０１ａ）で表わされる化合物　５８．８ｇを酢酸
プロピル　２００ｍＬと一緒に混合した。
　４－（ジメチルアミノ）－ピリジン　０．４ｇ及びハイドロキノンモノメチルエーテル
　１ｇを添加し、３時間以内で９５℃まで加熱した。
　混合物を、回転エバポレーターを用いて約１００ｍＬの体積まで濃縮し、メタノール　
６００ｍＬを添加した。
　式（１０３ａ）
【化１５】

で表わされる化合物の無色の結晶が、一晩で形成された。
　式（１０３ａ）で表わされる化合物　１２．８ｇを１－ブタノール　５０ｍＬ中に添加
し、約８０℃まで加熱した（不活性ガス下）。
　式（１０３ｂ）
【化１６】

で表わされる化合物　９．０ｇ及び５滴のカーステッド触媒（アルドリッチ社製）を１－
ブタノール　１０ｍＬ中に溶解し、３０分以内に滴下添加した。
　溶液を８０℃で８時間攪拌した。
　濃縮後、粗生成物をカラムクロマトグラフィーによって精製し、式（１０３）で表わさ
れる化合物を得た。
　λmax＝３５７ｎｍ；Ｅ　１／１＝６０６。
【００４２】
　Ｂ．適用例
　実施例Ｂ１－Ｂ６
　６つの水シリコン型製剤を調製した。全ての製剤は高い効能及び顕著な滑らかな肌の感
触を示した。
　実施例Ｂ１ないしＢ３は、式（１０２）で表わされる化合物がシリコン可溶性紫外線Ａ
フィルターとして使用された水シリコン製剤である。
　実施例Ｂ４ないしＢ６は、式（１０３）で表わされる化合物がシリコン可溶性紫外線Ａ
フィルターとして使用された水シリコン製剤である。
　表Ｂ１に示すように、高いＳＰＦ値及び高い紫外線Ａ保護が得られた。
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